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０。消費者教育の必要性
現代の消費社会ぱ次世代”
，つまり「‾官僚・
企業主導
」を脱して匚消費者主導の時代」に突入
したといった主張がなされることがある
。ここに
は大きく二つの根拠を見ることができる
。その一
つは
，パソコンやインターネットが普及し，消費
者同士が直接商談を成立させる時代が到来したこ
とを根拠とする考え方である
Ｏ。
この言い分は確かにある程度は真理かもしれな
い
。しかし，ネット・オークションで限定発売品
をメ
カーー希望小売価格の数倍で購入する消費者
がいると耳にしたとき
，この消費者が本当に企業
の戦略などに踊らされずその商品を購入している
のであろうかと疑問を持つのは筆者だけであろう
か
。近年やたら目にするこ 匚限定品」は，メー
カ
がーそのブランドイメージを植えつけるために
意図的に生産量を減らし
，小売価格の段階である
程度値段を高めに設定しているのではないか
。そ
してネットはそのイメージ作りに一役買っている
のではないか
，などと筆者には感じられる。
消費者主導を主張する上での二つ目は
，消費者
の実態の変化が引き金となり多品種少量生産社会
が到来したことを根拠とする考え方である
。つま
り
，消費者の購買動機が，匚欠乏動機」から個性
をアピ
ルーしたいという匚差異動機（自己実現の
動機）
」に変移し，消費者の嗜好は多様化したた
め
，何の工夫もない商品は売れなくなり，メーカー
は
，個々の消費者の欲求に応じて商品の機能，品
質
，デザイン等の「‾多様化」を図った結果，匚多
品種少量生産体制」が生じ，消費者は自己の意思
に基づいてその多様な商品の中から自由に取捨選
択
・購入することが可能となる「消費者主導の時
代
」が到来したと彼らは主張するのである2）。
この言い分も
一見もっともなように思う。しか
し
，この点について社会経済学者松原隆一郎は大
変興味深い指摘をしている
。松原によれば，90年
代に入ってメ
カーーは，個々の消費者のニーズに
合わせて多様な商品を開発するのではなく
，ある
特定商品を匚限定品
」厂プレミア商品」などと銘
打って購買意欲を
一気に喚起し短期勝負で売り上
げ
，消費者に商品が全て行き渡らないうちに新製
品を登場させるという戦略に転換しているため
，
長期的にみれば実に多様な商品が登場し
一見匚多
品種少量生産社会
」に突入したかのように見える
が
，短期的に見れば社会の実態ぱ少品種大量生
産社会”であり
，短期間でみると消費者の嗜好は
70年代よりずっと均
一化していると言うのであ
る几その結果
，流行のサイクルは短期化するが，
短期的な売り上げは爆発的なものとなる
。
現代社会が消費者主導の社会である
，または今
後
，消費者主導が達成されることが確実であるな
らば
，我々は学校現場で特に“消費者教育”をす
る必要はない
。なぜなら，消費者教育の最大の目
標は
，「‾企業・官僚主導の消費社会から脱却し，
消費者主導社会を達成させる」4）ことだからであ
る
。しかし松原の指摘を踏まえると，多品種少量
生産や消費者の購買動機が多様化したという事実
すら疑わしく
，そのため現代社会が，メーカーが
個々の消費者のニ
ズーに合わせて商品を生産して
いる匚消費者主導社会」であると断定することは
― 19
できないし
，また今後そうした社会が確実に来る
と楽観するだけの根拠にも欠けていると言わざる
をえない
。 21世紀に入った今日でも我々は学校現
場で消費者教育が求められ続けると言えよう。
Ｉ。問題の所在－「社会認識教育としての消費者
教育」の視点の欠如－
わが国では80年代ごろから
，消費者教育は，消
費者主権の確立と消費者主導社会の達成を教育目
標として
，小・中・高の幅広い段階で実践が求め
られ
，幾つかの実践例が提案・開発されてきた。
その提案
・開発されてきた消費者教育の授業実践
例は大きく四つのタイプを見ることができる
。
第
一のタイプは，農薬の恐さを共感させたり，
JISマ
クーの有無や，商品の成分，生産日などに
注意を持ち
，より新鮮で健康によく安全な食品・
商品の購入をするように啓発するアプロ
チーであ
る几第二のタイプは
，リサイクル可能な商品で
あるかに関心を持ち
，環境にやさしい商品を購入
して循環型社会を築くよう啓発するアプロ
チーで
ある‰これらは
一定の成果を挙げているように
思う
。近年の生協の普及，健康食品ブーム，エコ・
ブ
ムーはそうした成果の現れであろう。
第三のタイプは
，押し売り，マルチ商法，キャッ
チセ
ルース，その他詐欺商法などの悪質商法に遭
遇した被害者の体験を共感させたり
，悪質商法の
被害に遭わないための情報や
，被害の対応策に関
する情報を啓発するアプロ
チーである7）。悪質商
法は次々新しい手法が生み出され
，その被害は絶
えない
。このタイプの教育はこからますます重
点化することが求められるであろう
。実際，消費
者教育として開発される授業実践の中では
，この
第三のタイプに属したものが最も多く見られる
。
ただ
，この第三のタイプに対しては，次のような
批判かおる
。この授業実践を通して子どもたちは，
匚甘い話には裏があるから疑ってかからなくては
ならない
」といった教訓を学ぶことになるが，同
時に
，厂悪質商法にひっかからないように警戒し
ておけば
，自分は日常社会で誰からも踊らされず
自由に商品を購入し
，『賢い消費者』でいられる」
といった意識も
，子どもたちの心の中に生み出す
ことになるのではないか，というものである8）。
本当に我々は
，心がけさえしっかりしていれば，
匚賢い消費者」でいられるのだろうか。こうした
問題意識から
，日常の消費行動において企業が消
費者の購買意欲を喚起し
，消費者を踊らせていく
戦略を分析しようとするアプロ
チーが第四のタイ
プであり
，近年特に研究・開発が求められている
ところである
。このタイプに見られる主な授業は，
企業の戦略を分析させるために
，煙草業界などの
ＣＭや広告を具体的に示し
，これを批判的に分析
させるなどかおる‰
しかし筆者は
，こうしたＣＭの具体的事例の分
析を通した企業戦略の分析をさせる第四のタイプ
にも
，次の二点の課題があると考えている。第一
は
，個別の広告及びＣＭの特質や，そこにおける
企業戦略など個別の企業戦略の理解はできるが
，
現代消費社会における消費者
一般の購買意欲・消
費行動と企業戦略の
一般的・全体的な関係構造が
なかなか見えてこないため
，マクロなレベルでの
消費社会の実態の認識ができないことである
。第
二は
，現代消費社会のマクロ認識がきなかっ
たため
，子どもたちは自らが一消費者として，消
費社会にどのように位置付けられているのかを対
象化して捉えることができず
，このことが，なぜ
企業の広告戦略を知っていながらも多くの消費者
がその商品を購入してしまうのか
，という事実に
関する理解を妨げてしまうことである
。
これらの課題を克服するべく
，筆者は特に，モ
ノの象徴的機能に注目し
，現代の消費社会の一般
的全体的構造を解き明かしたJ
・ボードリヤール
(J. Baudrillard)の消費社会論lo）や
，その視点か
ら日本の現代消費社会をマクロに捉え直そうと試
みた最近の研究者の消費社会論に注目し
，この理
論をベ
スーとした教材開発を試みた。
ボ
ドーリヤールは，現代社会の市民は一見豊か
な物品に囲まれ
，それらを自由に選択できる環境
の下で生活しているように見えるが
，それは厂み
せかけ」であると指摘する。そして，現代社会で
は実は
，マスメディアやその他文化戦略などを通
して売り手が築き上げだ人とは違う自分の特別
性を
，よりアピールすることのできる者はカッコ
イイ”といったイメ
ジー戦略（＝「‾自分が他者と
は違う“選ばれた存在”であることをより明示で
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きた者を勝者とする
」といった暗黙のゲーム）の
下，消費者は商品の差異化・差別化・限定化を図
ることで売り手が生み出したブランドイメージ，
希少性といった「商品の象徴性（記号としてのモ
ノ）」の側面を重視して，同じく売り手が築き上
げた特別性をアピ
ルーできている理想的な生活
者像（＝より多くのそうした商品を購入したゲー
ムの勝者）”を追い求める競争の場で「踊らされ
ている」ことを指摘した（差異の産業的生産論）11）。
従来の消費者教育は
，こうした現代社会の普段
の消費活動に働く匚見えない囲い」厂見えない力」
や
，それに拘束される市民の実態を解明する授業
の開発にあまりにも無関心ではなかったか
。それ
は我々がこれまで消費者教育を
，社会認識教育と
してより啓発教育として捉えられてきたことにも一因かおる。これを克服するには，ボードリヤー
ルらの消費社会論を参考に
，子どもたちが自己の
消費活動を
，企業の利潤追求を究極の是とする資
本主義社会全体の位置付けからマクロに捉えるこ
とができるような匚社会認識教育としての消費者教育」の開発が求められるであろうI几
Ｈ。最近の消費社会論の傾向
－「差異の産業的生産論」の再評価一
筆者らがボ
ドーリヤールらの消費社会論を取り
上げる理由には次の二つがある
。第一に，前述の
ように
，現代社会において消費者主導社会が達成
されたとする「‾消費者主権確立説」を前提とする
場合
，消費者教育そのものの存在意義が否定され
ることがある
。つまり，匚消費者主権確立説」に
基づいた匚社会認識教育としての消費者教育」に
は
，教育的意義が見えてこないである。
第二に
，最近の社会経済学では，現代消費社会
の解釈について
，従来の主流であった「消費者主
導社会論
」匚消費者主権確立説」に疑問がもたれ
るようになり
，ボードリヤールの匚差異の産業的
生産論
」を参考・修正しながら，再解釈が行われ
るようになってきたことがある（これらを総称し
て厂消費者主権不確立説）としよう）
。
では
，ここで近年の消費社会論の変遷を簡単に
触れておこう
。そもそも匚消費社会論」というの
は，消費者は原子的個人として他人から影響を受
けることなく確固たる欲望（効用）を持ち
，それ
が商品を需要するとした古典派経済学が設定する
消費者檬を否定し
，厂消費は消費者が自らを社会
の中に定位し
，周囲に承認されるための行為」と
して消費活動を見る考え方である。経済学者Ｊ・
ガルブレイス(j.Galbraith)はこの「他人を意識
する消費者像」に厂企業が宣伝効果で需要創造
している」といった観点を加える。ただ彼の説は，
消費者の他者への意識を
，匚他人との同調」匚集団
適応による没個匪」と同一視するきらいがある。
これに対して
，消費者の他者への意識を匚自己
の特別匪の承認（誇示的行為）」として展開した
のがボ
ドーリヤールである。彼は匚特別匪をアピー
ルしたい
」消費者に対して，企業は商品を購入し
て使うことが
，あたかも個人の特別匪をアピー ル
してくれるかのように宣伝して需要を剔出するそ
のメカニズムを実にうまく説明した。
しかしボ
ドーリヤールの理論に課題がなかった
わけではない
。と言うのも，彼の考え方には匚企
業が『
一方的に』宣伝効果で需要を創造している」
といった観点があったからである。このことから，
80年代後半に彼は「法人悪人説」の代表格として
批判されることになった1几そしてその後匚消費
者主権確立説」が優勢になる中で，彼理論は過
去のものとさえ扱われるようになる。
しかし「消費者主権確立説
」を疑問視する見解
が頻繁に示されるようになった昨今
，ボードリヤー
ルの再評価が見られるようになった
。前述の松原
はその
一例で，消費者の欲求は時代とともに変化
することをマズロ
のー欲望段階説を応用した「‾消
費資本主義における欲望三段階（この三段階は
，
「‾生理的（苦役からの解放）欲求」，匚安全・安定への欲求」匚誇示的欲求」に分けられる）」から説
明し
，ボードリヤールの「‾差異の産業的生産論」
が日本の消費社会説明として適応できるのは
，一
般の人々がブランド品等の嗜好品に特に興味を示
し始めた1970年代頃からであり
，80年代に特に顕
著に見られると指摘する
。ただ，こうした近年の
消費社会論は匚企業が『一方的』に宣伝効果で需
要を創造する
」とした従来の観点を修正し厂現代
社会における消費者の需要や欲求は
，消費者本来
が持っていたものと，余剰生産物を処理するため
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にメディアを使って企業が作り出した欲求との融
合である」とした見方を採用することが多い14）。
Ⅲ。単元開発の実際
１．「需要剔出の自己組織的システムの段階的
変遷」理論の内容
筆者は前章で示した二つの理由から，意図的・
戦略的に消費者主権不確立説，特に松原の段階別
消費社会（需要剔出の自己組織的システムの段階
的変遷）論を採用し，この論を蚰とした単元の開
発を行う。本単元で理解目標として設定する 厂需
要剔出の自己組織的システムの段階的変遷」理論
の内容とこれを図化したものを次頁に提示する。
２．単元の展開
－「見えない力」＝消費社会を形作る“ゲー
ム”の存在を暴く授業の作成一
今回筆者が開発した単元 匚商品購入に働く見え
ない力を見つけよう」は，約６～７時間程度を計
画している。単元の構成は以下のようになってい
る。なお，単元は 厂教授書」形式で開発した（巻
末では導入部と展開3 ，終結部を示した）。表１
はその概略案である。
表１　単元の概略案
導 入 ｢子どもの素朴理論を引き出す｣ ⇒MQ ・SQ
1・2提示「素朴理論への揺さぶり」
展開１ 匚1960年代の消費行動の分析」
SQ1 の探求
｢1960年代の企業戦略の分析｣
展開２ ｢1970 年代の消費行動の分析｣
｢1970 年代の企業戦略の分析｣
展開３ 匚1980年代の消費行動の分析」
SQ2 の探求｢1980 年代の企業戦略の分析｣
展開４ ｢現代の消費行動・企業戦略の分析｣
終 結 ｢まとめ｣ ⇒MA
本単元のMQ は「‾現代社会に生きる我々消費者
は，商品の何に価値を見出して購入しようとする
のだろうか。なぜそのような行動をとるのだろう
か」である。最終的に現代社会の消費者の購買動
機は 匚誇示的欲求」からくるところが大きいこと，
そして企業や社会もその動機を喚起するような雰
囲気作りをしていることを最終的に子どもたちに
発見させることを本単元は目的としている。
筆者は，上記の目的を達成させるためには，こ
の導入部で，このMQ を教師側の問題意識で終わ
らせるのではなく，子どもたちに強い意識を持っ
て 厂なぜ」を芽生えさせる必要があると考える。
さもなければ 匚探求学習」とは名ばかりになるか
らである。そこで筆者 は，子どもの素朴理論を授
業前半ではっきり確認し，後半でその素朴理論で
説明できない事例を出して認知的不協和を生じさ
せることから子どもの「なぜ」意識を喚起しよう
と考えている。そのため導入部 は２段階に分けた。
導入部における授業の具体的な展開 は，匚現代
は昔よりも消費者が買いたい商品を買うことがで
きる社会か？」と問い，商品の数が増えたことな
どを根拠に，匚現代の方が自由に商品が買え る社
会」であるとした考えを引き出させる。更 には，
匚現代社会では， 同じ値段， 同じ品質， 同じデザ
イ ンの商品であれば，高い商品は売れないのか？」
と問い，需要・供給の法則を思い出させる。 こう
した日常で常識とされる考え方を引き出した子ど
もに，現代の消費者は，外国製ブランド品が時に
は消費者が国産より質が落ちるわりに値段が高い
ことなどを知っていても，あえてそちらを選択す
る行動をとる傾向があることを示す。 こうするこ
とで，子どもたちは自らの知識では説明できない
認知的不協和の状態が発生することになる。さら
には， こうしたブランド品などの嗜好品を日本の
消費者が積極的に購入する傾向を持つようになっ
たのは，つい最近であることを示し，ＭＱの「現
代の人々の価値観」だけでなく， 過去 の人間の価
値観，さらにはそれを喚起する企業戦略へと興味
を拡大させるのである(SQ  1・SQ2 の喚起）。
展開１～２は, SQ1 匚なぜ昔（80 年代以前）の
人はブランドなどの嗜好品を購入するような消費
行動をあまりとらなかったのか。当時の人々は何
に価値を見出したのか。 それはなぜか。」を探求
するＯ展開１では50年代～60年代の産業構造，展
開２では70年代の社会構造を分析する。分析の過
程は大きくは「‾消費行動 の分析」と 匚企業戦略の
分析」の二つからなるが，細かくは，右表３ 匚分
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【｢需要剔出の自己組織的システムの段階的変遷｣ の理解目標( 説明的知識)】
シ需
ス要
テ創
ム出
⌒
の
一 自
般 己
゛ 組
織
的
・資本主義システムは，売り手（企業）が売りたいと考える商品がある場合，その商品を購入することが理想的
生活であるといった雰囲気（ゲーム）を，マスメディアを始め，様々な手段を使って剔出し，需要の無限の自
己剔出をはかろうとする自己組織的なシステムである。
・売り手は何でも商品を開発すればよい訳ではない。その時代の消費者の欲求を加味し，その欲求に応えると思
われる商品を開発し，またCM や広告ではその欲求にその商品が応えることを強調して消費者の購買意欲をよ
り刺激する。
・雰囲気作りに参加するものは，企業が直接手がけるCM や広告，テレビ番組ばかりではない。その時代の教育
方針，政策，文学作品，漫画，流行歌など，様々なものが参加する。
・企業の奥底にある価値観は「最大利潤の追求」である。
各
時
代
別
の
自
己
組
織的
シ
う
アム
ら60
年
代Ｓ
現
代
Ｗ
全
体
・消費者の欲求は時代時代で変化する。日本の場合，50～60年代は「生理的欲求（苦役から脱却したい欲求）」，
70年代には「安全・安定の欲求」，80 年代から現代は 匚誇示的欲求」が顕著に見られる。
60
年
代
・50～60 年代，企業は消費者の「生理的欲求（苦役からの脱却）」を踏まえ，電化製品やこれを満たすと思わ
れる商品の開発に励んだ。さらにはアメリカのテレビドラマを流すなどして「よりアメリカ式科学的生活
はカッコイイ（アメリカ社会のように，より多くの電化製品， システムキッチンなど「科学的」と思わせ
る商品を購入した者が勝ち）」の雰囲気（ゲーム）を作り出し，消費者はこぞって電化製品などの購入に走
るような戦略を立てた。
70
年
代
・70年代，家電の普及などで庶民の 匚生理的欲求」 は満たされつつあったが，科学的生活を追い求めたこと
による公害の発生や， オイルショックの発生によって，将来への不安が高まり，人々は貯蓄に走ったり，
資産価値のある不動産の購入などに走り始めていた。こうした社会背景を踏まえて当時 の企業は，庶民 の
匚安心・安定の欲求」に応えるべく，商品の安心感や省エネ，資産価値をアピールしたＣＭを流すなどして
厂長い目で見ると得をするような商品を購入したものが勝者」という雰囲気（ゲーム）を作り出し，商品の
購入を喚起した。
80
年
代
・80年代，企業 はこの時期顕著になり始めた消費者の 匚誇示的欲求」を踏まえ，これを満たすために商品の
「‾多様化」「差別化」「格差化」によるブランド化を進めた。さらにはトレンディドラマや雑誌などを媒介に
して 匚より多 くの嗜好品に囲まれた生活は，自分の特別 歐を上手に表現できた生活者（ブランド商品など
の購入で，より自分の「特別性」をアピールできた者が勝ち）」の雰囲気（ゲーム）を作り出し，消費者はこ
ぞってブランド品などの嗜好品の購入に走るような戦略を立てた。教育界や芸能界なども「特別性のアピー
ル」を賛美し，消費者は企業の作られた「個性」を賛美する雰囲気つくりに一役賈った。【差異の産業的生
産論】
現
代
・90年代，バブルが崩壊して消費者は必ずしもブランドなどの嗜好品を買う余力がなくなってきた。とはい
え「誇示的欲求」は温存していた。そこで企業は，従来の戦略に加えて，商品の 匚限定化」に力を入れた。
そして「より早く限定品を手に入れた生活者は自分の特別性を上手に表現できた生活者（限定品をいち早
く購入して自分の「特別性」をアピールできた者が勝ち）」の雰囲気（ゲーム）を作り出し，消費者はこぞっ
て限定品，プレミア商品の購入に走るような戦略を立てた。ここでは 厂特別性」の意味が，匚階層差」とい
う意味から「体験差」という意味に置き換えられている。
暗黙のルールの設 定
より科学的な生活をするものが勝者
より節約できる商品を使うものが勝者
自分が他者とは異なる｢選ばれた存在｣
ゲームの勝者になるための商品を提供
【｢需要剔出の自己組織的システムの段階的変遷｣ 図】
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析的フレームワーク」 にある10段階から分析を進
めるＯ まず 厂消費行動の分析」の段階を通して，
60年代に顕著に消費が目立つ商品が電気洗濯機な
どの家電であること，70 年代は不動産や貯蓄であ
ることから，消費者が60 年代は 匚生理的欲求」を，
70年代は 匚安全・安定の欲求」を もっていたこと
を確認する。後半の 匚企業戦略の分析」 の段階で
は，そうした消費者の欲求 に対して60 年代の企業
は，匚冷たい水も苦になりません」といった広告・
ＣＭを制作して商品 の機能性・利便性をアピール
するとともに， インスタント食品など利便性を追
求した商品の開発が進められ，これらも大きな利
益を上げたこと，70 年代の企業は，匚ゆっくりロー
レル」 といった広告・ＣＭを制作して，商品が何
らかの安心感を与え るかのようなイメージ作りを
するとともに，環境 にやさしい製品，燃費の良い
車など 匚長い目で見て得をする」ような商品の開
発が進められたことを確認する。そして更に企業
は，60 年代はアメリカのホームドラマを流すなど
して 匚アメリカ的科学的生活」を，70 年代は 厂安
全・健康な暮らし］を理想化して，これに向けて
消費者を走らせる雰囲気作りをさせたことなどを
踏まえて，ここから，60年代は 匚よりアメリカ的
科学的生活を送るため，より多くの電化製品など
を持ったものが勝者」とするゲームが，70 年代は
冂今来得をする商品を使う者が勝者」 とするゲー
ムが行われていたことを掴む。そしてこの探求結
果を踏まえて, SQ1 に対し「ブランド品 は必ずし
も当時の消費者の持つ欲求を満たす商品ではなかっ
た。また，当時の企業戦略もブランド品に消費者
の目が向かうような戦略を80年代ほど積極的には
とってこなかったために， その売れ行きは一部に
留まった」という解答を導き出すことになる。
展 開３～４は, SQ2 厂なぜ現代（80 年代以 降）
の人 はブランドなどの嗜好品を購入するような消
費行動をとるのか」を探求する。ここでの分析手
順 は， 展開1 ～2 と大き くは代 わらない （①が
匚ブランド品以外に何か売 れてい たのか） に変更
になる）Ｏ 展開３では，80 年代の社会構造の分析
が試みられる。この分析を通して，80 年代の消費
者は 匚誇示的欲求」を顕著にするようになり，企
業はこうした動向を踏まえて，従来あった商品の
差異化・差別化（ブランド化）を推し進める一方，
厂S席 にどうぞ」 のよう に， そうした製品が自己
の特別性を喚起するかのようなイメージを植えつ
けるＣＭや広告を忤ったり， トレ ンディド ラマを
流したりするなどして，そうした商品に囲まれた
生活を 冂固性的な生活」として理想化するなど，
人工的にブランド化された商品に向けて消費者を
走らせる雰囲気，つまり 厂高級ブランド品を購入
することで，自分が他とは異なる“選ばれた存在”
であることを示したものが勝ち」としたゲームを
作り出したことを掴む（差異の産業的生産論）。
表 ３　分析的フレームワーク
消
回1
言
岔
①ブランド品ではなく，当時何か売れていたのかo
②当時売 れていた商品に共通する特質は何か。
③どのような動機（欲求）から消費者はその商品
を求めたのか。
企
業
戦
略
の分
析
④企業 は消費者の動機（欲求）に基づいてどんな
新商品の開発をし，従来の商品をいかに修正し
たのか。
⑤企業 は商品の売り上げを伸ばすために，どのよ
うなCM や広告戦略をとったのか。
⑥CM や広告以外で企業が雰囲気作りに使った手
段は何か。 どのような雰囲気を生み出そうとし
たのか。
⑦社会がこうした雰囲気作りに一役買ってしまっ
たものはあるか。
⑧その当時の企業戦略と，そこに見られる「見え
ない力（＝ゲーム）」は何か。
⑨雰囲気に飲み込まれた（企業 の戦略に踊らされ
た）消費者は，どのようなことをしたのか。
⑩まとめ（sQ ・ ssQへの解答）
展開４は，現代社会は80年代の戦略がどのよう
に変化したのかを分析する。ここでは，企業 の二
つの戦略に注目させる。一つ はブランドの価値を
維持 するために，匚信用創造」 に力を入れるよう
になったこと，そして もう一つは，企業は短期少
品種大量生産戦略にシフトし，同時に商品 も「“差
別化」から 厂限定化」 に方向修正し，匚特別 匪」
の意味を 匚階層差」 から 匚体験差」に変更するこ
とで，匚人より早 く限定品を手に入 れて自分 が他
とは異なる“選ばれた存在”であることを示した
者が勝ち」 のゲームをしていることを掴む。 そし
て展開３～４の探求結果を踏まえ, SQ2 に答え る。
終結は， これまでの学習を踏まえ，50 年代から
24
現代までの消費者の購買意欲の変化と
，それに応
じた企業戦略の変化（需要剔出の自己組織的シス
テムの段階的変遷）をまとめ
，MQに答える。そ
して
，50年代から現代での企業戦略の一般化を
はかり
，資本主義システム下での企業と消費者と
のメカニズム
，つまり「需要剔出の自己組織的シ
ステム」を把握させる。
IV.本研究の特質と意義
本研究の特質と意義は次の二点に収斂される
。
特質と意義の第一点目，従来の啓発的消費者教
育とは別の匚社会認識教育としての消費者教育
」
の具体的事例を
，子どもたちが自己の 活動を，
企業の利潤追求を究極の是とする資本主義社会全
体からマクロに捉える授業をボ
ドーリヤールらの
消費社会論をベ
スーにして開発・提示できたこと
である
。これにより，子どもたちは自らが一消費
者として
，消費社会にどのように位置付けられて
いるのかを対象化して捉えることができる
。
特質と意義の第二点目は
，本単元は，匚世界は
人間が作った言語ゲ
ムーによって支配され，我々
の行動は
，意識する，意識しないに関係なくこれ
の影響を受け
，そのゲームの枠内での行動を余儀
なくされているJ15）とした社会構築主義の考え方
に基づいて
，経済分野の授業化を図ったことであ
る
。経済現象と言えども，自然科学法則とは異な
り
，あくまで社会制度が生み出したものである。
ここで取り扱った匚差異の産業的生産
」も，匚需
要剔出の自己組織的システムの段階的変遷」も，
現代資本主義体制
，自由主義経済体制かおるから
こそ成立するのである
。全ての経済現象は社会的
歴史的な構築物であり
，努力を要するかもしれな
いが変革も可能である
。このことを自覚させるた
めのフレ
ムーワークを本単元は子どもに提供する
ことができる
。このことは，子どもたちを消費社
会の静観者ではなく
，消費者主導の社会の形成者
として育てることの土台となる
。
最後に
，匚社会認識教育としての消費者教育」
が
，消費者教育であるが故の限界点についても述
べておきたい
。それは，消費者教育が「消費者主
権不確立説
」を前提としないと成立しえないが故
に，実際専門家の間では，確立説と不確立説が論
争をしており
，不確立説が現在の優勢とはいえそ
の決着をみないにも関わらず
，一方の学説を採用
せざるを得ないことである
。企業・市場への警戒
より
，開かれた社会認識形成・多角的な社会認識
形成が優先される社会科教育から見れば
，このこ
とは看過できぬ問題なのではなかろうか。
【註】
１）林鉱一郎(1995)「ITS資本主義における米国の優位」
『季刊アスティオン』第36号。
２）例えば
，今田高俊(1987)『モダンの脱構築一産業
社会のゆくえ』中央公論社。
３）松原隆一郎（2000）『消費資本主義のゆくえーコン
ビニから見た日本経済』筑摩書房, 150-152頁。
４）山根栄次(1999) rr経済の仕組み
」がわかる社会科
授業』明治図書, 119頁
。また，学習指導要領も消費
者保護の観点から消費者教育の必要性を唱えている。
５）例えば
，有田和正(1991)「賢明な消費者が生産の
あり方を変える
一消費者教育の徹底をー」『社会科教
育』明治図書, No.355, 112-117頁
。
６）例えば
，武田寿博(1998)匚合理的意志決定能力の
育成と消費者教育
」『社会系教科教育学研究』第10号。
７）例えば
，新井宏昌(1991)匚消費者教育に関する一
考察」『社会系教科教育学研究』第３号。８）武田，前掲6, 83頁。
９）例えば，大友秀明(1996)「‾消費者の行動や意識の
変化を
」『社会科教育』明治図書, No.428, -29頁。
10) J・ボードリヤール著／今村仁司他訳(1979)『消
費社会の神話と構造』紀伊国屋書店。
11）前掲10, 48-132頁
。ただし厂ゲーム」は，「言語ゲー
ム
」を意識して筆者が独自に使用した表現である。
12）なお
，大杉昭英(1990)叩個別化」を導入した探
求としての社会科一高校現代社会「消費者問題」の
授業構成
一」『社会科研究』第38号は，筆者が目指す
厂社会認識教育としての消費者教育」の先駆けと見る
ことができる。ただし大杉の授業は，60～70年代を
対象としている。
13）今田，前掲2, 33-42頁。
14）例えば
，佐伯啓思(1993)｡『「欲望」と資本主義一
終り無き拡大の論理』講談社。
15）橋爪大三郎(1985)『言語ゲームと社会理論』勁草
書房。
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単元「商品購入に働く見えない力を見つけよう」の教授書
パート 教　 師　の　発　 問 資料 子どもから引き出 したい知 識・発言
導
入
部
ﾌﾟﾝ
も
の
j2ﾐ
活
乱
ぶ
す
・ あなた は商品 を賈 うと き， どのよう なことに注意 して い
ますか。
・ 同じ品質，同 じデ ザイ ン，同 じ機能 の商品 であれば， あ
なたは値段が 高い物と安い物， どち らを購 入しますか。
それは常 にですか。 なぜですか。
・ 現代のよう な市場経済 のもとで は，我 々消費者 は値段 に
関して主導を 持っており， 自由意志 に基づ いて買い たい
商品を適切 な値段で購入で きるよう になったと考え る人
もいます。 あなた は昔 と今 とで は， どちらの消費者が買
いたい商品を買 いたい値段で 購入で きる世 の中であ ると
思いますか。
例）・価格が適正か どうか。　　　　・品質 が良 いかどうか。
・ それが 本当 に必要かどうか。　など
・同 じ品質であ れば，当然安い方を 選択 するであろ う。
〔素朴理論〕
現代社 会は昔より も商品 の種類が増え， メーカ ーもより
低価格 でより高性 能な商品 の開発 に励んで いるため に，
また ネットなどで 情報を 集めるこ とがで きるので， 消費
者 は以 前より も自らの意思 に基づ き， 欲 しいも のを適 切
な価格 で買 うこ とがで きると考え られる。 従って，現 代
社会 の消費者 は同 じ品質， 同じ機能， 同じ デザイ ンなら
ば，必 ずより安 い商品を 選択で きる消費者 優位社会で あ
ると考え られ る。
素
朴
理
論
を
揺
さ
ぶ
り
認
知
的
不
協
和
を
生
み
出
す
・このＡ社の鞄を知 ってい ますか ？
・ではこちらの鞄 は知 ってい ますか ？
・模倣製品 は限りな くＡ社 の鞄 に近い もので， 使 って いる
素材や鞄 として果 たす機能 も似てい ます。 で も価格 はお
よそ半分以下 です。先 ほどの例 に従 って， 今回 も安 い方
（模倣製品）の方がよ く売 れるので しょうか。
・多く の人 がこうし たブ ラ ンド品 のよ うな， 商品 の値 段や
性質， デザイ ン以外 の側面に価値を見出し購入するといっ
た行動が見 られるよ うになったのは昔 からでしょうか？
（ およそ全て の生 徒が聞い たことのあ るような有名プ ラン
ド バッ クとそ の模 倣品を提示 する。 こ こで 言うブ ランド
品 とは， 有名デザイナ ー（特に海外） の製作物 の意 味）
・ 現代の私 たち消費 者は時 として， 商品 の性 質や値段， デ
ザイ ンとい った製 品が持つ性質 や機能以外 の側面 にな ん
らかの価値を見出すことがある。
（生徒 の素朴理論に揺さぶりをか ける）
・ 昔の人 にも見られた現象 だが，70 年代 後半～80年代以 降
に特に顕著になったと言 われてい る。
Mq: 現代社会に生きる我々消費者は，商品の何に価値を見出して購入する のだろうか。なぜそう した行動を とるのだろうか？
SQ.1 : なぜ高度経済成長期やそれ以前 の消費者 は，ブ ランド品を買うという行為を積 極的 に行なわなかったのだろうか。
SQ2 : なぜ80年代以 降の消費 者は， 品質や機能が ほぼ同 じであ るこ とが分かつていながら，あえてブ ランドなどの嗜好 品
を買 うという行為を積極的 に行なう よう になったのだろうか？
展
開
１
こ 心心W
SQ1 : なぜ 高度経済 成長期や それ以前 の消費者 は， プ ラン
ドなどの嗜好品を買う という行為を積極的に行な わなかっ
たのだろうか。
SSQ.1二な ぜ50～60年 代の消費者は，ブラ ンドな どの嗜好
品の購入という行為をあ まりとらなかったのだろうか？
展ほわ・
(本時の課題を提示す る)
(予想させる)
省略
展
開２
こ
SSQ2 : な ぜ70年代 の消費 者は，80 年代以 降に比べて， な
ぜあ まりブ ラン ドな どの嗜好品を 積極的 に購入 をしな
かっ たのだろう か？
厠;
｜
(本時の課題を提示 する)
(予想させる)
１２・ 省略
Sq2: なぜ80年代以 降の消費者は，品質や機能が ほぼ同じで
あることが分かつていながら，あえてブランドなどの嗜好品
を買うという行為を積極的に行なうようになったのだろうか？
SSQ.3 : なぜ80年 代の消費 者は，以 前よりもブラ ンド品 嗜
好が強まったのか。
・80年代以前 において頻繁にブランドなどの嗜好品を賈うこ
とがで きる人はどのような人 だと考えられるか。
・こうした高級 ブランド品を80年代以降，多 くの人が購人す
るようになったということは，当時の人々に経済的ゆと
りができたのだろうか。
・「バブル」 とは何か。 工
(本時 の課題を提示 する)
(予想さ せる)
・ 極めて 高額であ ったため，一部 の裕福な人 々に限 られて
い た。
(予想さ せる)
(子ど もか ら｢ バブ ル｣ と言 う単語が出て くると思 われる)
・70年 代頃か ら多 くの人々が不動 産購入や 株式投 資 に走 っ
た結果， これらの価格が80年代 に入り急激 に上昇 した。
26
贔？
へ
80
年
岱
芸
茲
の
岔
丶､ﾉ
80筏
の男
煦
か{4
時
の回
言
票
螽
る
・なぜ80年 代の後半に特 に株価や地価 の上昇が激しいのか。
教科書か ら確認 して みよう。
・地価 や株価が増加 し続け たことは， 当時 の人 々の心理 に
ど のよ うな影響を与え たのか予想して みよう。
・外国 製ブ ランド バッ クや服 といった もの以 外でこ の時期
に盛ん に売 れたものには何かあるか。
【①】
・外国製有名 ブランド品 とこれらの商品 に共通性 はあるか。
そ れは何 か。【 ②】
○世 界中で価値 が認め られて いるそうし た商品 を購入 する
ことにはど のような意味か おるのだろ うか。 それ はどの
よ うな欲求 に基づく消費行為と言える のだろ う。【 ③】
・80年 代に， こうした人々 の誇示的欲求を刺 激するよ うな
出来事 が何かあったのだろうか。
２
・80年代， アメリカは巨額 の財政・貿易赤字 に陥り， 深刻な
不況であった。 そしてそ の原因は日本にあるとして，85年
に プ ラ ザ 合 意 に よ っ て ド ル 高 是 正 措 置 が と ら れ，
1 $ =300 円か ら180円まで 円高 が進んだ。 製造業 はこ れま
での外需主体の戦略で はなく， 内需拡大が迫 られたo 政府
はいわゆる「円高不況」を予測し， 企業 の資金調達が容易
になるように①金融の自由化， ②金利 の引 き下げ， といっ
た措置を とったo 企業 は資金調達が容易 になったが， その
資金は不動産や株式投資 に廻した方 が利益 になると考え，
その資金を商品開発や設備投資以上 に，そうしたものに廻
した。投資が投資を呼ぶ「 バブル」が発生した。
・自分の持っている土地や株の価値が上昇 することで，多 く
の人々が名目上 の資産を拡大させ（ キャピ タル ゲイン），
「自分が裕福になり，将来 も磐石であ る」 とした気分 に浸
ることになる（「資産効果」）。そのため，70年代に顕著だっ
た「安定・安心への欲求」は， この資産効果で弱まったo
（例）・高級外車，有 名絵画， 海外旅行など
・これらは世界中で価値が認められており，高額で，以前は一部
の裕福な人にしか手にできなかったという共通点がある。
・（ マズロ ーの欲求 ３段階を示 して， ど の段 階にあるか確
認 させる）そ れらの商品を購入 するこ とで 匚自分 は裕福
で ある」「自分 は選 ばれた存 在であ る」 と他者 に知 らせ
よ うとした。 こうした欲求を「誇示的欲求」 と言 う。
・ 日本の自動車生産 が1985 年 には世界一 になり， 日本 の経
済力 が世界中で もて はやされ， 匚アジアの奇跡」 厂JAPAN
ASN0.1 」 と呼ば れるよう になった。 日本人 はそ れを世
界 に誇示 するようになった。
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・ 外国製ブ ランド品 はど のような戦略で売 られたのか。当
時の広告から考えて みよう。【⑤】
・ では， 従来売 れ筋だ った商品（電化製品 や車，マ イホ ー
ム）に焦点を変 えよ う。 これら は80年 代に入 って売 れな
くなってしまったのか。
・80 年代 の消費 者の欲求を 満たす ために企業 はど のような
戦 略を展開 したのだろう か。 例えば 自動車や電化製 品に
見られる戦略 を見て みよ う。 その当時 の広告か ら， それ
までの時代との違いを考えて みよ う。【 ④⑤】
・ マイ ホームに関する広告 を通して， その戦略を見て みよ
う。【 ④⑤】
・ こうし た事 例は， マ イホ ームや自動車，電 化製品以 外に
も見ることがで きるか。【 ④】
○ これ らの戦 略に共通 して 見られ る当 時の人々 の欲求 を満
たすための企業戦略 は何か。
【 ④⑤】
３
４・５
６
７
そ の商品の「特 別t生」 を アピールし、そ れを 所有す ること
が 個人 の「特別 性」「 個性」 の演 出につ ながるか のよ うに
うったえ ている。
・売 り上げ は70年 代に比べて 伸びている。製 造業の経常利
益 率は70年代 の好 調時並 になり， 経済成長 率は70年代 よ
り も高い。
・ 企業はそ の商品を 保有す ることが自己 の 厂特別 詮＝（ 個
性 ）」を ア ピ ールで きるか のよう に思 わせよ うとし た広
告戦略 に出て いる。 また商品 自体も「大型化 」厂高級化」
「差 別化」 といった修正がなさ れてい る。
・戦 略は， 外国製ブラ ンド品 の販売戦略 と類似 している。
・平 成元年度 の経済白書 にも家電 や自動車 の 厂高級化」 が
報 告されている。
・ 住宅を大型化 し高級化を図 っている。 広告で の販売戦 略
は， やはり外国ブラ ンド品 と同じ手法が とられている。
（ 例） ワ ンハ ンドレッドヒル ズ（通称： チバリーヒルズ）
（ 例）・ デラッ クス寝台特急 厂北斗星」登場
・ ハイツ・カ ーブ ーム
・ 高級チョコレ ートブ ーム
・高級イ ンス タント ラーメ ンブーム
・80年代 の消費者が持つ「誇示的欲求」を刺激するために，
企業はこぞって商品 の多様化・大型化・高級化・差別化を
はかり， 自社製品 の「ブランド化戦略」を採った。 また，
CM や広告では， その商品を所有することが所有者の「特
別性（＝個性）」を見せ付けることがで きる点を 強調した。
結果， 市場には多様な高級品とされる商品が氾濫した。
奥
ヨ
る
ＯＣＭや広 告以 外で 企業 が消費者 の購買 意欲を 刺激 する手
段として これまで見て きたよう にテレビ番組を利 用する
という ものがあった。 80年 代、 こうした戦略を もって作
られた番組に はど のような ものがあるか。【 ⑥】
・「 トレンディ・ドラマ」の他に、 企業が「生活の理想像」
を消費者に提示す るために生 み出しだのは何か。
・ 「トレ ンディ・ド ラマ」･･･高級マ ンションに住 み、 高級
車を乗り回 し、 優雅な生 活を送る若者 たちが登場 する。
消費者 は、ド ラマ の登場人 物に憧 れを 抱き、 同様 の消費
行動を することが「特別 歐（＝個性） をアピ ールで きて
いる自分」と感じ、 そ の真似を することになる。
・　匚嗇 胞的生 活を追求 する」 を詛い文句 に、 商品を カタロ
グ的 に整理する雑誌が70年代後半か ら80年 代にか けて次々
創刊した。 そうした雑誌に影響された人々は「ハナコ族」
匚オリーブ少女」 厂クロワッサン症候群」 などと呼ばれた。
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○社会 において，意図 せず，そ うした購買意 欲の刺激に参
与 した もの は他 にないか。【 ⑦】 ８
９
（例）・当時 の流行歌 の中身
・当時の「ｲ固性重視（ 個性 の強要）」 の教育政策
・当時の経済学者 の言説
80
年
叉
ミ
の万
ま
｛
080 年代の企業戦略をまとめてみよう。【⑧】
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＼　 ﾌ广ﾞ ＝
＜差異の産業的生産 ＞
80年 代はバブル到来 によ る 匚資産効果」で多くの人 々の将来への
不安 は解消されつつあ った。そしてさ らに上位の 厂誇示的欲求」
に基づいて，自分をより良くみせることに奔走し始 めた。彼 らは
これまで多くの日本人が体験できなかった海外旅行やブランド品
収集などの行動に出始 めた。企業はこうした消費者 の欲求をベ ー
スに，商品 の多 様化・差別化・高級化 の 厂ブ ランド化戦略」を図
り，ＣＭや広告でそれらの商品の購入が所有者の特別性（＝個性）
を引き立てる効果かおるかのようにアピールし， またド ラマなど
を通じて，そうした商品 に囲まれた優雅 な生活を送ってい る人物
を， 自己 の特別 陸をアピールできている人物 の理想像として提示
した。つまり，「ブ ランド化され た商品を多く購入して自分が他
者とは異な る『選ばれた存在』であることをアピ ールで きている
者が勝者」 とした暗黙 のルールを設定 し，消費者が企業 の生 み出
す商品の購買 に走 るように剌激し た。
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ＣＭなどにしる宣仁（il 品のに入がｒ 隴冖･との
亟をつける二とがでごろ」とアピール）
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○ 上 記 の よ う な 企 業 戦 略 が 展 開 さ れ た 結 果 ，ど の よ う な 社
会 現 象 が 生 じ た の だ ろ う 。 【⑨ 】
SSQ.3 二な ぜ80 年 代 の 消 費 者 は ，以 前 よ り もブ ラ ン ド品 嗜
好 が 強 ま っ た の か 。 【 ⑩ 】
（例）東 京のブ ランド化 （東 京の一極集 中の加速）， 平成景
気 の発生な ど
○ バブ ル発生 によ る資産効果で 厂安 心・安全 への欲求」が
満 たされるよう になった人々 は， それより 高次の「誇示
的欲求」 を抱 き， これを満 たす商品を求 めるよう にな っ
た。 また， 企業 もブラ ンド品を買 わせ るよ うに， こ れを
買 うことが良 い ことのような雰 囲気 を作 った。 こ のこ と
か ら， 多く の人 々が外国製 ブラ ンド品を積 極的に購入 す
る消費 行動 が起きた。
展
開
４
い
SSQ.4 : な ぜ今 日の消 費者 も、 外国製 高級ブ ラ ンド品 の
購買 意欲がそこ そこあるのか。 企業戦略 は80年代と 同
じな のか ？
展 開 ４・ 省略
八１
ｔ
§。
創宍:
組織ｙ
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○ 各時 代の消費者は何 に価値を見出 して きたのだろうか。
○ 消費者が商品 の価ｲ直を見 出していく過程で， 企業 はどの
ような戦略を立て，消費者 に影響を与え たのだろうか。
○こうし た企業 戦略 の裏 に一貫 して見 られる， 企業 の原動
力 ともなる企業の価値観 は何だろ うｏ
ＭＱ：現代社 会に生きる我 々消費者 は， 商品の何 に価値を
見出して購 入するのだろう か。な ぜそうした行動を とる
のだろうか？
60年代…生理的 欲求 （苦役か ら解放 されたい）
70年代…安心 ・安定 への欲求　80 年代・現 代… 誇示的 欲求
・ 企業 は，時代 時代の消費者 の購買動機 の変 化に対応 しつ
つ も， そ の中 で最大利益を上 げるこ とがで きるよ うにす
るため に，消 費者に「商品 購入＝理想 の生 活」 といった
雰囲気をか もし出すよう に， 宣伝や マスコ ミも利 用して
消費 者を躍らせよう とす る。
・常 に「最大利 潤の追求」 である。資 本主義 体制下 の企業
は， これを常 に追求し続 けることが求 められる。
＜図＞
※図は，23頁 の「需要創 出の自己組織的 システ ム」 図と同
じなので， 省略する。
MA: 現代 の消費者は，商品のデ ザインや機能，品質だけでなく， その商品が「自己の特別性を他者にアピール出来るかどうか」
という判断基準を持 っている。これは，「誇示的欲求」が人 々に見られるよう になった70年 代後半 に顕著となったもので， それ
以前の人々にはあまり見ら れなかった消費 動向である。 企業 は我々がこうした基準をより強く持つように， ＣＭや広告，テレビ
番組などを使 って「ブランド化された商品を多く購入して自分が他者とは異なる『選ばれた存在』であることを アピールできて
いる者が勝者」といった雰囲気作り（ゲームの設定）を している。 こうしたことも我々の消費行為に影響に影響を与える。
○現代資本主義社会とはどのような社会であるといえますか。
現代社会における 厂個性」 とは何だとあなたは考え ますか。
(略)
※上記単元計画 の発問【　】 内部の数字①～⑩ は，表 ３「分 析的 フレームワ ーク」の①～⑩ に対応 する。31
※本単元計画は, 2004年の社会系教科教育学会及び広島県高等学校教育研究会で発表したもの（後者は依頼発表）を，若干加筆・修
正したものである。単元計画の全体（今回は展開１・２・４を割愛した）と資料集の実際は，広島県高等学校研究会編(2005) 『平
成16年度地理歴史・公民部会　研究大会報告書』に掲載されている。こちらも参考にされたい。
〔資料〕
1 : 1988～1989 年 の首 都圏の不動産の広告・財 テク雑誌
２ ：　匚国民生活 に関する意 識調査」 の「将来 への備え と現在 の
生活 の充 実とどち らを 優先 す るか」 への解答の変動(1972 年
～1991 年）
3 : 1980年代 の外国製 ブラ ンド品の販売広告
４：ビクター・ＶＨ Ｓの販売 広告「 Ｓ席へど うぞ」（1988年） 他
５：　厂耐久財 の実質購入価格指数の動き」「耐久消費財の大型化・
高級型化・高級化」『1988年 度経済白書』
６：京成不動産 の販売 広告 「新・生 活浪 漫主義」(1991 年） 他
７：長谷川慶太郎 （1989） 厂『高級化・個性化・差 別化 』が牛－
ワ ード」「品 質向上 の意 味」「 『少品 種少量 生産 』 の本質」
『麻雀・カ ラオケ・ ゴルフは， おや めなさいJPHP 研究所
8 : Princess Ｐ血cess “Diamonds ” の歌詞 など
９：長谷川 厂『投機 は悪 』は時代遅れ の発想」，同上書
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